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2015年ネパール・ゴルカ地震で発生したランタン地方大規模雪崩崩落の衛星観測
Remote sensing observations for a catastrophic avalanche collapse in Langtang induced by
the Gorkha, Nepal earthquake
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この研究では2015年4月25日に発生したネパール・ゴルカ地震によって誘発された、ネパール・ランタン地域に
おける土砂を含んだ雪崩と思われる大規模な崩落について、衛星データを用いた実態把握を試みた。 
陸域観測技術衛星「だいち2号」搭載の合成開口レーダPALSAR-2の観測によって取得された崩落前後の後方散乱
強度分布とコヒーレンス低下を画像化し、崩落堆積物を抽出した。後方散乱強度の目視判読・手動抽出からは
0.73 km2、コヒーレンス低下が集中する部分の自動抽出からは0.63 km2の範囲が得られ、これらは
WorldView-3高分解能光学画像から確認できる1.09km2の堆積物範囲と位置的にも良い一致を示した。合成開口
レーダは天候に関わらず観測が可能であり、ネパールをはじめとする湿潤な地域において特に有用である。こ
の結果により、これまで地形条件から不得意とされてきた急峻な山岳地域においても、災害検出に利用できる
可能性が示された。 
次に、同地域を5月8日に観測したWorldView-3画像（カラー・分解能0.3m）から地表面を判読し、堆積物を15の
区域に分類した（Fig. 1a）。堆積物には明暗複数の色の部分があり、斜面を流動した痕跡の有無も確認で
き、流動よりも飛散によって広範囲に堆積したとみられる部分もある。これらの違いは、一回の均一な崩落で
はなく、雪・氷・土砂を様々な割合で含む堆積物が、異なる供給源から連続して崩落したことを示唆する。 
さらに、ALOS PRISMおよびWorldView-3から作製された崩落前後の数値標高モデルの差分をとることに
よって、崩落堆積物の体積は5244.5 ×103 m3と推定された。±5mの測定誤差を仮定すると、体積は3652.4×103 m3

から10687.4×103 m3の範囲と考えられる。この大部分は河川を埋める形で河床沿いに集中しており（Fig.
1b）、平均層厚は約20mである。一方、比較的平坦な集落付近では層厚は5m以下と推定され、かなり薄く分布し
ているものと考えられる。今後、内部の雪氷が徐々に融解していくと予想されるが、定期的に地形を測量する
ことにより、雪氷と土砂の割合が推定でき、供給源の考察や雪崩の数値シミュレーションにも寄与するデータ
が得られると期待される。
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